
千葉県における災害－地理学の観点からー

近藤昭彦
（2019年10月26日撮影：佐倉ふるさと広場から鹿島川を望む）

①地理学の立場とはなにか
災害を知り、備えて暮らすためには

②千葉県の災害履歴を知る
③遠隔地の災害から学ぶ



西印旛沼舟戸大橋から南方、臼井の市街を望む。印旛沼、手繰川の堤内地が浸水。 （10月26日）

①地理学の立場とは何か

●全体を見ながら地域ごとに考える
⇒総合的、包括的に地域を理解

●多数の要因ごとの関係性を考える
⇒人間的側面も含めて

●空間的・時間的に形成されてきた地域の特徴を捉える
⇒場所によって異なる、歴史によって異なること



②千葉県の災害履歴を知るー災害履歴図

●千葉県災害履歴図 国土庁土地局昭和57年
地盤沈下、海岸侵食、竜巻
地すべり、土石流、津波、水害、
液状化、地割れ・亀裂、．．．

●土地分類調査・水調査HP 国土交通省

災害履歴に関する情報は国、千葉
県、自治体等のホームページにあ
り、地域の災害履歴を知ることは
容易である。

千葉県災害履歴図.jpg
https://nlftp.mlit.go.jp/kokjo/inspect/landclassification/land/land_history_2011/pdf_landform_03.html


③遠隔地の災害から学ぶ
令和6年1月1日能登半島地震：何が起きたか
能登半島地震における犠牲者の方々には謹んで哀悼の意を表します

●地震動
●液状化
●津波
●地盤変動
●斜面災害（地すべり・崩壊）
●その他

⇒千葉県を顧みる



令和6年能登半島地震の震度分布
震源域では震度大、離れた地域にも震度の大きい地域が！

遠方で揺れが大きい場所は沖積層
最新の地質時代に形成された軟弱な地層

震源域

https://xview.bosai.go.jp/view/index.html?appid=41a77b3dcf3846029206b86107877780


関東、千葉県ではどうか 大正関東地震の震度分布図（武村、2003)

沖積層の厚い地
域で震度が大！

（産業技術総合研究所資料）

中川低地の沖積層の厚さ
住家全壊率から求めた震度
・震源域から離れた荒川、中川低
地で大きい⇒厚い沖積層
・100年前、千葉県では沖積低地
の開発が進んでいなかったことに
注意したほうがよいかも
・震源域によっても異なることに
も注意⇒ゆれやすさマップ（千葉
県）を参照



地震に伴う地盤の液状化
●粒径の揃った砂（水や風が運ん
だ砂）が水で飽和している場所

新潟市西区の地盤液状化 起こるべくして起こった（ある災害専門家）

地盤の標高分布（地理院地図） 地形分類図（地理院地図） 液状化しやすさマップ（新潟県）

1964年の新潟地震では津波の被害もあったが、液状化の
被害が甚大であり、その後の液状化研究の契機となった。

砂丘の背後

旧河道
沖積低地



千葉県の液状化現象の起こ
りやすい地域
守屋喜久夫著「災害の地理
学」BLUE BACKS(1984)

千葉県の液状化 避けることはできるのか

千葉県東方沖地震(1987年)
による液状化発生地点と液
状化による建物被害地点
若松(1991)

千葉県地震防災地図（平成
28年度作成）による大正型
関東地震を想定した液状化
しやすさマップ(千葉県）

液状化による知識、経
験は積み重ねられてい
る。液状化の被害を避
けることはできるのか

経験的知識 実際の経験 1987年 2011年を経て予測
（大正型関東地震の場合）

https://www.pref.chiba.lg.jp/bousaik/higaisoutei/bousachizu.html


津波 過去の記憶を継承しよう

千葉県の海岸沿いに設置されている元禄津波供
養碑。過去帳から犠牲者数を数えたら千人塚、
百人塚はほぼ名称通りの数の犠牲者がいた。
伊藤一夫(1983)「房総沖巨大地震―元禄地震と
大津波」(崙書房)

我々は何度も津波を経験してい
る。予見して備えることはでき
るのか。ようやく、それができ
る時代が来たのか。

（地理院地図：災害伝承碑）

元禄地震(1703年12月31日）
九十九里地域の元禄地震津波伝承碑と犠牲者数

千葉県災害履歴図

https://maps.gsi.go.jp/#9/35.390170/140.259705/&base=std&ls=std%7Chillshademap%7Cexperimental_landformclassification1%7Cdisaster_lore_4&blend=0&disp=1001&lcd=disaster_lore_4&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m
千葉県災害履歴図.jpg


地盤変動 地震にともなう地盤の隆起・沈降
令和6年能登半島地震では半島北岸で4m以上の隆起が発生、港の機能に影響
千葉県では隆起は起きるのか？大正関東地震では房総半島南端で約1.8m！

ALOS2衛星搭載SARによる地盤
変動分布：国土地理院資料 港の隆起：産総研資料

大正関東地震における地盤
変動量（千葉県防災誌）

地盤隆起を伴う大地震は過去繰り返し発生していた

相模トラフの大地震は
確実に予見できる
どのように備えるか？

館山市西部（上方が洲崎）の複数段の海岸段丘



斜面災害：崩壊

金沢市崖端が崩れて転倒した
住居（国際航業・パスコ）

珠洲市国道249号線沿の崩壊
（国際航業・パスコ）

令和6年能登半島地震では各地で斜面上の不安定土砂
が地震動により崩壊した（表層崩壊・深層崩壊）。
金沢市の事例のように地すべり性崩壊も発生した。

https://maps.gsi.go.jp/#11/37.370976/137.002716/&base=std&ls=std%7C20240109noto_nanao_houkaichi%7C20240106noto_anamizu_houkaichi%7C20240115noto_wazimanaka_houkaichi%7C20240106noto_suzu_wazimahigashi_houkaichi%7C20240112noto_wazimanishi_houkaichi&disp=111111&lcd=20240112noto_wazimanishi_houkaichi&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m


地震に伴う崩壊 千葉県の事例
1987年千葉県東方沖地震では上総丘陵地域で崩壊が多発した。

大多喜町

長南町

睦沢町

釜井・野呂(1988)、釜井(1989)：「1987年千葉県東方沖地震によ
る上総丘陵の斜面崩壊」、応用地質29巻4号、地すべり26巻1号

●地震による揺れは、斜面の不安
定化をもたらし、崩壊を引き起
こす。

●これは自然の地形変化の一過程
でもある。



豪雨による崩壊：昭和45年・46年の集中豪雨による崖端崩壊
－崩壊の免疫性、砂質斜面の緩みの進行、周期的な崩壊の発生－

千葉県北部林業事務所（1979）集中豪雨時に発生する崩壊地の予測に関する調査

過去の調査でわかったこと
●斜面の傾斜角が大きくなるほ
ど崩壊発生密度が高い ⇒竹下
(1971)とは異なる、地下水侵
食による洪積台地の特徴
●崩壊跡地に発生した崩壊が全
体の約70％だったが、崩壊跡
地の再崩壊は約30％だった。
●崩壊跡地の面積と崩壊の発生
は正の相関
●竹林、針広混交林、伐採地、
草地、裸地で崩壊発生が多い。

●崩壊により不安定土層は除去されると、再び崩壊
が発生するまでに時間がかかる（崩壊の免疫性）
●台地の砂質斜面では、経時的に斜面の緩みが進行。
●昭和45年、46年からすでに50年が経過。
●次の崩壊頻発時期は来るのか。

●下総台地の崖端斜面や谷津は崩
壊の累積によって形成された地形
●地形変化は自然の営み
●人の一生は一瞬
●その場に居合わせないためには



斜面災害：地すべり
【NHKニュース】石川輪島 大規模な地滑りの兆候で避難指示

2024年1月8日 0時44分

●地すべりの発生および滑動は地震が引き金に
なることが多い。例：中越地震の旧山古志村

●能登半島には地すべり地帯が広く分布し、一部で運動が始まる兆候が発生。

J-SHIS地すべり地形分布図

1964年に滑動した富山県氷見市胡桃地すべり 

地すべりの模式図

https://www.j-shis.bosai.go.jp/map/


斜面災害：千葉県の地すべり
●房総半島南部の嶺岡丘陵は蛇紋岩が粘土化しやすい
ため、地すべり地帯を形成。
●昭和27年曽呂村(現鴨川市)で大規模な地すべり発生。
●景観がすばらしく、観光資源ともなっている。

（大山千枚田：千葉観光ナビ）
●地すべり地では、そのリスクを
知り、諒解して、地域で備える習
慣があった。
●近代化によって失われた諒解を
取り戻すことができるか。



2019年10月26日国土地理院撮影。手前の四街
道から鹿島川、佐倉方面を望む。

千葉県防災誌「明治43年(1910年)庚戌の大洪」

鹿島川土地改良区は排水ポンプを止めて、
水田に湛水させることにより、下流の水
位上昇を抑えた。

水害：2019年10月の水害
浸水した鹿島川の低地は100年前の大水害を彷彿とさせた。
しかし、状況は100年前とは変わっていた。上流・下流関係

●土地改良区は排水ポンプを停止し、水田に
湛水させた（遊水地として機能）。
●印旛沼では事前放流が行われ、あらかじめ
水位を下げた。
●人や地域は誰によって、何によって、守ら
れているのか。



https://usagi-syufulife.com/2019/10/25/3534

想定されていた浸水 2019年10月高崎川氾濫

印旛沼

写真はTwitterから

浸水するJR佐倉駅

雨量・水位

HMポータル

●いまやほとんどのハザードに
よる事象は想定されている。
●知って、どのように備えるか。

https://usagi-syufulife.com/2019/10/25/3534
http://suibo.bousai.pref.chiba.lg.jp/bousaip/rain/map_0_8.html
https://disaportal.gsi.go.jp/


●災害を通して何を考えるべきか
○土地条件の理解と、そこで“暮らすこと“の諒解の形成
・自然との関係を取り戻す 教育（2022年高校「地理総合」必履修化）

・ふるさとに誇りを持ち、ここで生まれ、暮らし、
そして、死んでいく、という諒解

○ハザードをやり過ごすことができる社会の構築
・都市集中型社会か、地方分散型社会か
・都市型社会と農村型社会の共存
・自然の恵みを活用する社会（グリーンインフラ、EcoDRR）
・再生可能エネルギーの地域資源化

○文明社会のあり方
・人と自然の関係性の中の科学技術
・資本主義の組み直し？
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